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◎先生インタビュー第 1回 

 今回は、新採用 25歳の岩田大河先生(数学)です。先生の意外な一面が見られるかもしれません。 

Q1 趣味は何ですか？ 

Ａ：弓道・スポーツ等体を動かすこと・ゲーム・漫画 

Q2 高校時代の思い出は何ですか？ 

Ａ：高２の誕生日に友達から真っ赤なマニキュアをもらいました。せっかく  

なので塗ってみましたが、私には似合わな過ぎて魔族みたいだと言わ 

れました。あと校則違反なので普通に怒られました。 

Q3 渋工定時制の第一印象は？ 

Ａ：工業高校も定時制も初めてだったので新鮮でした。大きな機械やＰＣ 

の部屋が何部屋もあって学校によって全然違うなと思いました。生徒も 

いい子たちでよかったです。＾＾ 

Q4 定時制の生徒に一言！                                              岩田大河先生 

Ａ：数学を勉強するとより賢く上手に生きていくことができるようになります。難しいかもしれませんが一緒に

頑張りましょう！ 

                                                                                    

「2年生になって」   佐藤由貴（昭和中学校出身） 

                   2年生になりましたが、これまでと大きく変わったことはなく、これまで通りアルバイトを

して、学校に登校して頑張っています。２年生になり 4 ヶ月近くが経ちますが、大きなトラ

ブルや困ったこともなく、穏やかな高校生活を送っています。今年は１年生が多く、とても

賑やかになったと感じています。１年生の皆さんもアルバイトを始め、クラスメイトとも仲

良くなり、学校の雰囲気にもすっかり馴染めたと思います。私も、今までの生活スタイル

を維持し、毎日学校に来て、アルバイトもしっかりと励み、頑張っていこうと思います。 

                                                                                    

性感染症防止教室を実施しました 

 7 月 16 日(水)に「大人になる前に知っておきたい性のこと」という演題で、「エイズ・性感染症防止教室」を

行いました。講師は、母の芽助産院院長の後藤ひとみ先生です。後藤先生は、沼田市在住で、助産師、国際認定

ラクテーション・コンサルタント（IBCLC）、思春期保健相談士、性教育認 

定講師として、子育てや母乳に関する悩み事相談など積極的に行い、幅広 

くご活躍なさっています。後藤先生は、性的同意の重要性やデートDVなど、 

恋愛関係を構築する上で必要な考えを理解し、性感染症予防の３つの対策 

（ワクチン、コンドームの使用、検査）を自分のためだけでなく、パートナーの 

ためにもしっかり行って欲しいと、強調されていました。 

                                                                                    

 



 

渋工定時制の授業風景① －3年「実習」－  

 ３年生は毎週火曜日に３時間連続で、「実習」の 

授業が入っています。毎回、安全を第一に考え、担 

当教員が手順や作業について、きめ細かく、丁寧に 

説明し、生徒たちも必死に頑張っています。金属な 

どを削る「旋盤」という機械を用いて、指示通りの 

長さや、太さに削る作業を行っています。  

最初は専門用語や機械操作に戸惑っていた生徒        

たちも、徐々に慣れていき、少しずつ腕を上げていま 

す。坂田望愛さん（古巻中学校出身）は、「大雑把な    教員による説明を聞く生徒        旋盤を使った作業（坂田さん） 

性格なので、なかなか上手くいきませんが、色々と考えながら取り組むことは楽しいので、少しでも上達するよう

頑張りたいと思います。」と意気込んでいました。今後の生徒達の成長が楽しみです。                

                                                                                     

面談週間 

 本校定時制では、期末考査後の 7月７日（月）～17日（木）の約２週間をかけて、担任や副担任と面接を行い

ました。担任だけでなく、副担任も必要に応じて個別に面談し、多角的に生徒の実情や進路希望、悩み等を把握

すると共に、生徒が安心して相談できる環境も整えています。 

 特に、４年生は就職や進学など、卒業後の進路を話し合う大切な機 

会となり、必要に応じて保護者の方にも来校していただき、きめ細か 

な生活指導や進路指導を行っています。 

★４年生 青木宋次郎さん（前橋第六中学校出身）の話★ 

「面談では主に進路のことを話し合いました。現在は、陸上自衛 

隊か航空自衛隊に入隊することが目標です。試験まで２ヶ月を切 

ったので、夏休みは試験勉強に打ち込みたいです。」 

また、高校入学後初めて夏休みを迎える１年生は、休み中の目標       ４年生（青木さん）の面談の様子 

や生活、アルバイトなど、担任と情報共有する大事な機会でもありま 

す。 

★１年生 高階慶悟さん（東吾妻中学校出身）の話★ 

「担任の先生からは友人関係を大切にしていこう、とアドバイスを 

受けました。夏休みはアルバイトをして生活リズムを安定させ、お 

金も貯めて教習所の費用に充てたいです。」 

 もちろん、面談週間以外でも随時、相談できますので、学校生活 

や進路・就職など、何か不安なことがあれば遠慮無く担任まで相 

談しましょう。また、定期的にスクールカウンセラーも来校していま 

すので、利用してください（事前に担任、もしくは教育相談担当ま        １年生（高階さん）の面談の様子 

で来校日等の確認を行ってください）。 
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